
学校給食だより秋田っ子給食 NO－380 

公益財団法人秋田県学校給食会 

    

８月１日（金）、ホテルサンルーラル大潟で開催された第 68回秋田県学校給食研究協議大会男鹿潟上南秋田大 

会の実践発表、講演について、その概要をお知らせいたします。 

 また、来年度の第 69回秋田県学校給食研究協議大会湯沢雄勝大会は、令和 8年 7月 24日（金）に湯沢市文化 

会館で開催される予定であることが、閉会行事で次期開催地湯沢雄勝学校給食協議会の丹俊章会長（湯沢北中学 

校校長）からご案内がありました。講演は、給食甲子園で優勝経験のある松丸大悟さんに依頼済みであり、多くの 

皆様に拝聴してほしいということも伝えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

実践発表Ⅰ「地域の恵みを活かした潟上市の食育」       実践発表Ⅱ「地域とつながる学校給食～新しい食育への生かし方」  

    天王中 栄養教諭 青木 広美 先生                              船越小 澤田石 舞子 先生 

    大豊小 栄養教諭 加藤 佑亮 先生 

 

 潟上市の特産品である梨やねぎ、佃煮などの食文化      近海の海産物や湧水の恵みを受けた果実。 

を継承・発展させることを目標に「潟上市統一献立」      米ご飯を丸めただまこ鍋、じゃがいもをすり 

の提供や食に関する指導に取り組んでいる。子ども同     おろして丸めたあんぷら餅など、多様で魅力 

士のつながりや地域との関りを大切にしながら、豊か     あふれる男鹿・南秋地区の給食の取り組みを 

な学びを実現するために取り組んだ潟上市の実践を紹    紹介していただきました。男鹿市の地域企業 

介していただきました。大豊小の地産地消給食や天王     や男鹿海洋高校とも連携した「鯛給食」や               

中の「秋のおいしい給食」についても詳しく発表して      「秋田おでん」も紹介していただきました。 

もらいました。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 



 

   柴田学園大学学長・秋田県立大学名誉教授 吉澤 結子先生のご講話 

「あきたの伝統野菜を活かす－地域の宝を食育・給食に」  

 

     

   その地域に特徴的な野菜は貴重な遺伝資源で「伝統野菜」と呼ばれている。これらの伝統食材 

は、地域にさまざまな活気をもたらす可能性を秘めており、地域の宝として大切に受け継いでい 

きたいということ、地域の宝として大切に盛り上げていきたいことをお話ししていただきました。 

 また、それらを実際にどのように給食や食育に活用し、話題として提供していくかについて、 

ご提案していただきました。  

 

 

 

 

閉会行事では、湯沢雄勝学校給協議会の丹俊章会長（湯沢北中校長）が、次期開催地を代表してあいさつ 

を述べました。来年度の開催は、湯沢市文化会館で、令和 8年７月 24日（金）を予定しており、講演の講師には 

2013年の全国給食甲子園大会で男性栄養士としては初め 

て優勝した東京都文京区立青柳小学校栄養教諭の松丸奨先 

生に依頼済であること、松丸先生は「全校児童全員の給食  

の食べ残しゼロ」を目標に掲げ、日々の安全でおいしい給食 

づくりを目指して取り組んでいます。 

 さまざまなテレビ番組にも出演しており、楽しい講演が聴 

けることを楽しみにしていること、多くの方々に湯沢雄勝 

大会に来てもらいたいということをご案内されました。 

 

  

閉会行事  次期開催地代表あいさつ 

湯沢雄勝学校給協議会 丹俊章会長（湯沢北中校長） 

 


